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久保裕貴くぼゆうき

九州大学大学院システム生命科学府修了（理学博士）および九州大学持続可能な社会を
拓く決断科学大学院プログラム修了（環境モジュール所属）。専門は数理モデルとシミュ
レーション。 DecisionCreative Agency主宰。現在はソフトウェアエンジニアの傍ら、
サイエンティフィックデザイン、ゲーム開発、映像制作などを手掛ける。


